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最近新聞報道などで目にする機会が多い
「上町断層帯」が動くと、大阪平野で震度７
の強い揺れになるほか、大阪北部でも震度
６強～６弱になると想定される。この断層は
豊中市から大阪市を経て岸和田市まで全
長約４２キロメートルに及び、全体がずれた
場合の規模は阪神・淡路大震災を上回る
マグニチュード7.5になる見通し。他にも、京
都府南部から奈良盆地にかけてが震源域
になる「奈良盆地東縁断層帯」や京都・滋
賀の府県境にある「花折断層帯」で地震が
起きれば、大阪北部でも震度５強～５弱に
なると推定される。

※7　関西の主な活断層帯

河田●この15年間、全国的に大きな地
震が起こっていますが、町づくりを考える
上で、防災上一番重要なライフラインは
なんだと思いますか?
竹下 ●それはやっぱり電気、いえ水か
な？
河田●実は道路なんですよ。しかし、ア
ンケートをとると、一般の市民の答えは、
電気、通信、水道が上位で、道路は5番
目か6番目です。企業にしても同じような
回答でした。
ところが、よく考えてみてください。肝心
の道路が通れないと、消防車にしても、
救急車にしても、自衛隊にしても、緊急
救助隊にしても、被災地に入ることがで
きません。実際に被災すると、道路の重
要性が初めてわかるんです。

竹下●私達は、何も起こらない普段の生
活のことしか考えていないんですね。
河田●そう、災害時には道路こそがまさ
に生命線なんです。ところが、近畿の道
路ネットワークは、そういう意味ではまだ
まだ不十分です。早急に必要な整備を
急がなくてはなりません。東南海・南海地
震が発生すれば、近畿の山間部の道路
では土砂崩れが多発して、奈良・三重・
和歌山の中山間地域は、完全に孤立し
てしまいます。高規格の道路を造ってお
くことは、安全・安心の社会づくりに必要
不可欠なんです。
竹下●でも、「道路整備はもう十分」とい
う話も最近よく聞きますね。
河田●それは平時に限った話です。「一
日に何台しか車が通らないので、コスト

的に合わないから道路を造らない」とい
うのは、ヨーロッパのように地震や台風な
どの自然災害の少ない国でのみ言える
こと。火山や断層が多いわが国では、災
害時をちゃんと視野に入れて、市民の暮
らしの安全・安心を支える道路はきちん
と整備しておくべきです。いまの道路状
況では、東南海・南海地震が起きると、
4,600もの数の集落が孤立してしまうん
ですよ。
孤立すれば、近接都市からサービスを
受けている人達に大きな影響が出ます。
例えば、近接都市の総合病院まで出て
週2回透析を受けているおじいちゃん
や、インターネットや電話で食料品を注
文して配達してもらっているおばあちゃ
んは、道路がストップすると一体どうなる

災害時、道路ネットワークは生命線。早急に防災インフラの整備を！

策を考えている。しかし、そうすると、結
局とても高くつくし、防災効果も薄くなる
んです。
竹下●例えば、第二室戸台風の経験な
んかも、きちんと語り継がれていれば、あ
る程度、市民の防災意識の高まりとし
て、いまにつながった部分もあったので
しょうか？
河田●それはあったと思いますね。そう
いうことは小中学校でちゃんと教えてい
かなければいけません。山や川の名前

を覚えるよりも、自分達の住む地域には、
どこにどういう危険があるかということを
……。例えば、淀川では400年に1回、大
洪水が起こっています。こういうことを小
さい頃からよく教えないといけません。
竹下●そういう災害はこれからも起こる
かもしれないという危機意識を、私達市
民も常に持つべきなんですね。
河田●そこで、一番重要なのはマスメデ
ィアの働きです。災害が起こったときだ
け、被害の大きさをクローズアップして報

河田●町づくりや防災整備の判断基準
が、「将来儲かるか儲からないか」だけ
ではいけません。もちろん費用対効果と
いう考えはわかりますが、「じゃあ、それ
で大切な命を落としてどうするんだ」と
言いたいですね。そういう意味では、市
民の生活と命を守ることを基盤にした都
市計画、地域計画のマスタープランとい
うか、グランドデザインというか、これは政
権が変わろうと、知事が変わろうと、市長
が変わろうと、継続して粛 と々やらないと

いけないということです。その一貫性・継
続性が、時代とともに、徐々に地域や都
市が災害に強くなっていくという結果に
つながっていくんです。
竹下●私は、安心して暮らせる町づくり
の大事なキーワードは「絆」ということだ
と思います。家族や友だちの絆はもちろ
ん、地域の人達がお互いに顔の見える
お付き合いをして、助け合い、支え合うと
いう人と人との絆を大切にしていきたい
んです。

その絆を断ち切られないためにも、国や
行政は、やるべきことをきちんと行なって
いただきたいと思いますし、万一の災害
のために、必要な防災整備はしっかり進
めてほしいですね。一方、私達市民は、
自分の住む地域にどんな危険があるの
かをよく勉強して、日頃から「自助」、「共
助」という意識をしっかり持つこと。防災
の観点からもそうですが、毎日を生き生
きと暮らすためにも、とても大切なことだ
と思います。

人と人との「絆」を大切に。そのためにも安全・安心な町づくりを！

ますます近づいている東南海・南海地震と、進まない防災整備。この対談で、

深刻な防災の現状が明らかになりました。大切な「命」と「絆」を守るために、

災害に強い町づくりは暮らしの基本です。その一番大事なことがおろそか

になっていないか、防災対策について考え直すときではないでしょうか。

※当対談は2010年6月7日に行われました。

でしょう？ そういう危機を回避するため
にも、道路の寸断をできるだけ防がなけ
ればなりません。道路が切れるということ
は、生活ネットワークが切れるということ

です。それどころか、生命の危機にもつ
ながりかねません。
竹下●そうなんですね。道路の大切な
役割は、人と人とをつなぐということがあ

るんですね。私も気づいていなかったの
で、お話を聞いて本当に驚きました。

道してもダメなんです。
大阪なら上町断層がある、京都には花
折断層がある、奈良には奈良盆地東縁
断層がある※7という自然条件のもとで、
行政や私達市民はどういう町づくりを目
指さなければいけないのかということを、
メディアが普段からオピニオンリーダーと
して問題提起していかなければいけな
いし、社会基盤整備、特に防災インフラ
整備の必要性をもっと正しく伝えないと
いけません。
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